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グラフィックディスプレイコントローラ(GDC)で高速化した640×400ドットのディス
プレイと16ビット外部バスをもち、オプションのJIS第一水準漢字ROMの搭載で漢字
処理に対応した16ビットパーソナルコンピュータ(PC)である。拡張性の高いハード
ウェアと、既に普及していた8ビットPCと交換性のあるOS的役割を果たすソフトウェ
アN88-BASIC(86)を搭載していた。1980年代後半から10年以上にわたり事実上の日本
の標準機として普及するとともに工業用として多くの生産現場を支えた「98シリー
ズ」の初代機である。本体価格は298,000円であった。

二－イ（国民生活の発展、新たな生活様式の創出に顕著な役割を果たしたもの）


